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序文
『Informatica® Business Glossary Desktop インストールおよび設定ガイド』を使用して、Business Glossary 

Desktop をインストールします。
重要: 機能を強化するためには、Business Glossary の代わりに Axon Data Governance を使用することをお勧
めします。

Informatica のリソース
Informatica は、Informatica Network やその他のオンラインポータルを通じてさまざまな製品リソースを提
供しています。リソースを使用して Informatica 製品とソリューションを最大限に活用し、その他の
Informatica ユーザーや各分野の専門家から知見を得ることができます。

Informatica Network
Informatica Network は、Informatica ナレッジベースや Informatica グローバルカスタマサポートなど、多
くのリソースへの入口です。Informatica Network を利用するには、https://network.informatica.com にア
クセスしてください。
Informatica Network メンバーは、次のオプションを利用できます。
• ナレッジベースで製品リソースを検索できます。
• 製品の提供情報を表示できます。
• サポートケースを作成して確認できます。
• 最寄りの Informatica ユーザーグループネットワークを検索して、他のユーザーと共同作業を行えます。

Informatica ナレッジベース
Informatica ナレッジベースを使用して、ハウツー記事、ベストプラクティス、よくある質問に対する回答な
ど、製品リソースを見つけることができます。
ナレッジベースを検索するには、https://search.informatica.com にアクセスしてください。ナレッジベース
に関する質問、コメント、ご意見の連絡先は、Informatica ナレッジベースチーム

（KB_Feedback@informatica.com）です。

Informatica マニュアル
Informatica マニュアルポータルでは、最新および最近の製品リリースに関するドキュメントの膨大なライブ
ラリを参照できます。マニュアルポータルを利用するには、https://docs.informatica.com にアクセスしてく
ださい。
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製品マニュアルに関する質問、コメント、ご意見については、Informatica マニュアルチーム
（infa_documentation@informatica.com）までご連絡ください。

Informatica 製品可用性マトリックス
製品可用性マトリックス（PAM）には、製品リリースでサポートされるオペレーティングシステム、データベ
ースなどのデータソースおよびターゲットが示されています。Informatica PAM は、
https://network.informatica.com/community/informatica-network/product-availability-matrices で参照
できます。

Informatica Velocity
Informatica Velocity は、Informatica プロフェッショナルサービスが開発したヒントとベストプラクティス
のコレクションで、多数のデータ管理プロジェクトから得た実体験に基づいています。Informatica Velocity
には、世界中の組織と連携してデータ管理ソリューションを計画、開発、デプロイ、管理する Informatica コ
ンサルタントによる集合知を表しています。
Informatica Velocity リソースには、http://velocity.informatica.com からアクセスしてください。
Informatica Velocity についての質問、コメント、またはアイデアがある場合は、ips@informatica.com から
Informatica プロフェッショナルサービスにお問い合わせください。

Informatica Marketplace
Informatica Marketplace は、お使いの Informatica 製品を拡張したり強化したりするソリューションを検索
できるフォーラムです。Marketplace で、Informatica デベロッパーやパートナーからの多数のソリューショ
ンを活用すれば、生産性を向上したり、プロジェクトでの実装時間を短縮したりできます。Informatica 
Marketplace は、https://marketplace.informatica.com からアクセスしてください。

Informatica グローバルカスタマサポート
電話または Informatica Network を介してグローバルカスタマサポートに連絡できます。
各地域の Informatica グローバルカスタマサポートの電話番号は、Informatica Web サイト

（https://www.informatica.com/services-and-training/customer-success-services/contact-us.html）を参
照してください。
Informatica Network のオンラインサポートリソースを見つけるには、https://network.informatica.com に
アクセスして eSupport オプションを選択します。
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第  1  章

Business Glossary Desktop のイ
ンストールと設定

この章では、以下の項目について説明します。
• Business Glossary Desktop のインストールと設定の概要, 7 ページ
• サイレントインストール, 7 ページ
• グラフィカルモードでのインストール , 10 ページ
• サーバーの設定, 11 ページ

Business Glossary Desktop のインストールと設定の概要
Business Glossary Desktop をサイレントモードまたはグラフィカルモードでインストールできます。組織の
すべてのビジネスユーザーに対して、サイレントモードで Business Glossary Desktop をインストールしま
す。また、そのビジネスユーザーがグラフィカルモードで Business Glossary Desktop をダウンロードしてイ
ンストールするように要求することもできます。
Business Glossary Desktop は、モデルリポジトリサービスと対話するアナリストサービスに接続します。モ
デルリポジトリはビジネス用語集をホストしています。
Business Glossary Desktop を Windows にインストールすると、Windows デスクトップメニューでクライア
ントとして使用できるようになります。Business Glossary Desktop を Mac にインストールすると、端末を使
用してプログラムを開始した後に Mac メニューシステムでクライアントとして表示されます。1 台のマシンに
対して Business Glossary Desktop のインスタンスを 1 つのみインストールすることをお勧めします。
また、Business Glossary Desktop をダウンロードする場所をビジネスユーザーに指定することもできます。
クライアントの設定、ホットキー、およびサーバー設定値を設定する方法をユーザーに指示できます。

サイレントインストール
サイレントモードで Business Glossary Desktop をインストールし、インストール時に設定、ホットキー、お
よびサーバーの設定を設定します。
プロパティファイルを使用し、引数を渡してサイレントモードのインストール用のサーバー設定を指定できま
す。
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サイレントインストールの引数
サイレントモードで Business Glossary Desktop をインストールする場合、引数を渡してビジネス用語集のク
ライアント用のサーバー設定を指定する必要があります。
次のリストに、サイレントインストールの引数を示します。
USER_INSTALL_DIR

Business Glossary Desktop をインストールする場所。
PROTOCOL_TYPE

HTTP または HTTPS プロトコル。
HOST_NAME

アナリストサービスが実行されるマシンのホスト名。
PORT_NUMBER

アナリストサービスが実行されるマシンのポート番号。
DOMAIN_USERNAME

Analyst ツールユーザーのユーザー名。
DOMAIN_PASSWD

Analyst ツールユーザーのパスワード。
DOMAIN_NAME

ユーザーの LDAP またはネイティブのセキュリティドメイン。
RUN_ON_STARTUP

システム起動時に Business Glossary Desktop を実行します。このオプションを有効にするには True を
指定します。このオプションを無効にするには False を指定します。
デフォルトオプションは、False です。

SHOW_WELCOME_SCREEN
Business Glossary Desktop の起動時に「ようこそ」画面を表示します。このオプションを有効にするに
は True を指定します。このオプションを無効にするには False を指定します。
デフォルトオプションは、False です。

DO_HIGHLIGHT_SEARCH_TERMS
検索結果で検索条件の強調表示を有効にします。このオプションを有効にするには True を指定します。
このオプションを無効にするには False を指定します。
デフォルトオプションは、False です。

SHOW_INACTIVE_TERMS
検索結果で非アクティブなビジネス用語を表示します。このオプションを有効にするには True を指定し
ます。このオプションを無効にするには False を指定します。
デフォルトオプションは、False です。

ENABLE_HOTKEYS
Business Glossary Desktop を起動するキーボードショートカットを有効にします。このオプションを有
効にするには True を指定します。このオプションを無効にするには False を指定します。
デフォルトオプションは、False です。
注: キーボードショートカットを有効にする場合は、2 つの修飾キーと 1 つの英数字キーを選択します。
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SELECTION_CONTROL
修飾キーとして［Ctrl］を選択します。このオプションを有効にするには True を指定します。このオプ
ションを無効にするには False を指定します。
デフォルトオプションは、False です。

SELECTION_SHIFT
修飾キーとして［Shift］を選択します。このオプションを有効にするには True を指定します。このオプ
ションを無効にするには False を指定します。
デフォルトオプションは、False です。

SELCTION_ALT
修飾キーとして［Alt］を選択します。このオプションを有効にするには True を指定します。このオプシ
ョンを無効にするには False を指定します。
デフォルトオプションは、False です。

ALPHABET_HOTKEY
英数字の値として［D］を選択します。デフォルト値を変更するには英数字の値を指定します。
デフォルトは、ALPHABET_HOTKEY=D です。

サイレントモードでの Windows への Business Glossary Desktopのインストール
ユーザーによる操作なしで Business Glossary Desktop をインストールするには、サイレントインストールの
引数が含まれるプロパティファイルを使用してサイレントモードでインストールします。インストール後、
Windows システムメニューに Business Glossary Desktop メニューが表示されます。
1. Business Glossary Desktop インストールファイルが含まれるディレクトリに移動します。 
2. テキストエディタを使用して、SilentInput.propertiesファイルを開きパラメータの値を指定します。 
3. SilentInput.propertiesファイルを保存します。 
4. silentInstall.batファイルを実行します。 

サイレントモードでの Mac への Business Glossary Desktop のインストール
サイレントモードを使用して、ユーザーの操作なしで Mac に Business Glossary Desktop をインストールする
には、silentInput.propertiesファイルを開き、サイレントインストールの引数を編集します。
Business Glossary Desktop クライアントをインストールする前に、Mac に Java バージョン 1.8 がインスト
ールされていることを確認してください。
1. Business Glossary Desktop インストールファイルが含まれるディレクトリに移動します。 
2. テキストエディタを使用して silentInput.propertiesファイルを開きます。 
3. silentInput.propertiesファイルのサイレントインストールの引数を編集して保存します。 
4. 必要な権限のある管理者として端末を開き、silentInstall.shファイルを実行します。 
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グラフィカルモードでのインストール
管理者は、グラフィカルモードで Business Glossary Desktop クライアントをインストールしたり、ビジネス
ユーザーにインストールファイルをダウンロードさせてグラフィカルモードで Business Glossary Desktop を
インストールしてもらうことができます。

グラフィカルモードでの Windows への Business Glossary Desktop のインストール
1. Informatica_BusinessGlossaryDesktop_Winファイルを抽出します。 
2. Windows バッチファイル Install.batを実行します。 

［Informatica Business Glossary のセットアップ］ウィンドウが表示されます。
3. ［次へ］をクリックします。 
4. デフォルトのフォルダを選択するか、［変更］をクリックしてファイルをダウンロードする別の場所を選択

し、［OK］をクリックします。 
5. ［次へ］をクリックします。 

［インストール前のサマリ］ウィンドウが表示されます。
6. ［インストール］をクリックします。 

［サーバー設定パネル］ウィンドウが表示されます。
7. サーバーの設定を入力します。 
8. Kerberos ドメインに接続する場合、必要に応じて［Kerberos ドメイン］を有効にします。 
9. 必要に応じて、［ドメインリストの取得］をクリックして LDAP ドメインのリストを取得します。 

リストから LDAP ドメインを選択します。
10. ［次へ］をクリックします。 

［インストール後のサマリ］ウィンドウが表示されます。
11. ［完了］をクリックします。 

Kerberos が有効なドメインに Business Glossary Desktop クライアントをインストールした場合は、次のス
テップを実行します。
1. Business Glossary Desktop クライアントを閉じます。
2. $INFA_HOME/services/shared/securityディレクトリにある krb5.confファイルを、クライアントマシンにコピ

ーします。
3. KRB5_CONFIG環境変数を使用して、krb5.confファイルの場所を指定します。
4. Infromatica Server にある krb5.confファイルを C:\Windowsディレクトリにコピーし、そのファイル名を

krb5.iniに変更します。.
5. Business Glossary Desktop クライアントを起動します。

グラフィカルモードでの Mac への Business Glossary Desktop のインストール
Business Glossary Desktop クライアントをインストールする前に、Mac に Java バージョン 1.8 がインスト
ールされていることを確認してください。
1. Informatica_BusinessGlossaryDesktop_Macファイルを抽出します。 
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2. 端末を開いて Install.shファイルを実行します。 
［Informatica Business Glossary のセットアップ］ウィンドウが表示されます。

3. ［次へ］をクリックします。 
4. デフォルトのフォルダを選択するか、［変更］をクリックしてファイルをダウンロードする別の場所を選択

し、［OK］をクリックします。 
5. ［次へ］をクリックします。 

［インストール前のサマリ］ウィンドウが表示されます。
6. ［インストール］をクリックします。 

［サーバー設定パネル］ウィンドウが表示されます。
7. サーバーの設定を入力します。 
8. Kerberos ドメインに接続する場合、必要に応じて［Kerberos ドメイン］を有効にします。 
9. 必要に応じて、［ドメインリストの取得］をクリックして LDAP ドメインのリストを取得します。 

リストから LDAP ドメインを選択します。
10. ［次へ］をクリックします。 

［インストール後のサマリ］ウィンドウが表示されます。
11. ［完了］をクリックします。 

サーバーの設定
アナリストサービスをホストするマシンで Business Glossary Desktop クライアントがビジネス用語集を参照
できるようにサーバー設定値を設定します。Business Glossary Desktop では Kerberos 認証がサポートされ
ています。
次のサーバーの設定を入力できます。
プロトコル

HTTP または HTTPS プロトコル。
ホスト

アナリストサービスが実行されるマシンのホスト名。
ポート

アナリストサービスが実行されるマシンのポート番号。
Kerberos ドメイン

このオプションを有効にすると、Kerberos ドメインに接続されます。
ドメイン

リストからユーザーの LDAP またはネイティブのセキュリティドメインを選択します。
ユーザー名

Analyst ツールユーザーのユーザー名。
パスワード

Analyst ツールユーザーのパスワード。
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